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注
(
1
)
論
文
二
ニ
ニ
頁

コ
つ
ま
し
」
(
『橋
本
四
郎
論
文
集
万
葉
集
編
』
角
川
書
庖

一
七

O
頁
(
も
と

『寓
葉
』
二
四
号
一
九
五
七
)

(μ)
本
稿
の
考
察
対
象
語
と
同
じ
基
準
で
挙
げ
る
。
語
例
は
次
の
通
り
。

ア
カ
シ

・
ア
サ
シ

・
ア
ヲ
シ

・
イ
タ
シ
・
ウ
ス
シ
・
オ
ホ
シ
・
カ
タ
シ

・
ク

23 22 

一
九
八
六

ロ
シ
・
シ
ロ
シ
・
タ
カ
シ
・
チ
カ
シ
・
ト
シ

・
ト
ホ
シ

・
ナ
ガ
シ

・
ニ
コ

シ
・
ハ
ヤ
シ
・
ヒ
ロ
シ
・
フ
カ
シ
・
フ
ト
シ
・
フ
ル
シ

・
ホ
ソ
シ

・
ミ
ジ
カ

シ
・
ヤ
ス
シ
・
ワ
カ
シ

(
お
)
こ
の
ほ
か
ウ
マ
コ
リ
と
い
う
語
が
あ
る
が
、
「
ウ
マ
キ
織
り
」
の
約
と
す

る
説
(
『冠
辞
考
』
に
荷
回
春
満
の
説
と
し
て
あ
げ
る
)
、
コ
リ
が
朝
鮮
語
で

綾
を
表
す
語
と
同
源
と
す
る
説
(
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
)
、
煮
こ
ど
り
の
意

と
す
る
説
(
木
下
正
俊
氏
「
万
葉
集
存
疑
注
枕
詞

『味
凝
』
の
こ
と
な
ど

|
」
(
『万
葉
』

一
四
六
号
)
な
ど
、
諸
説
が
あ
る
。
語
構
成
が
は
っ
き
り
し

な
い
た
め
本
稿
の
考
察
か
ら
は
は
ず
し
て
い
る
。

(
お
)

『前
向
葉
集
評
稗
』
(
東
京
堂
一
九
五
二

(
幻
)

『諮
葉
集
私
注
』
(
筑
摩
書
房
一
九
七
七
(
新
訂
版
)
)

(
お
)

『蔦
葉
集
注
稗
』
(
中
央
公
論
社
一
九
六
二
)

(
m
m
)

『寓
葉
集
稗
注
』
(
集
英
社
一
九
九
七
)

(
初
)

『禽
葉
集
全
注
』
(
有
斐
閣
一
九
九
八
)

(
訂
)
注
(
お
)
書

形
容
詞
語
幹
の
用
法
の
違
例

(
ロ
)
本
稿
の
考
察
対
象
語
と
同
じ
基
準
で
挙
げ
る
。
諾
例
は
次
の
通
り
。

ア
シ

・
ウ
ツ
シ

・
ウ
ツ
ク
シ

・
ウ
ラ
グ
ハ
シ

・
カ
グ
ハ
シ

・
カ
ナ
シ
・
ク
ス

シ
・
ク
ハ
シ

・
サ
カ
シ

・
ト
モ
シ

・
ハ
シ

・
マ
グ
ハ
シ

・
ヨ
ロ
シ

(
お
)
例
お
の
ア
タ
ラ
は
感
動
詞
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

(
鈍
)
ア
ラ
タ
シ
と
ア
タ
ラ
シ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
阪
倉
篤
義
氏
「
『あ
ら

た
し
』
か
ら
『
あ
た
ら
し
』
へ
」
(
『語
文
』
〈
大
阪
大
学
〉
三
二
嶋
一
九

七
四
)
に
詳
し
く
、
ア
ラ
タ
シ
は
ア
ル
(
生
ル
)
と
い
う
動
詞
と
関
連
付
け
ら

れ
て
い
る
。

(
お
)
こ
の
他
、
[
動
詞
+
接
尾
辞
]
か
ら
派
生
し
た
シ
ク
活
用
形
容
詞
に
ハ
ヅ

カ
シ
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
派
生
元
の
動
詞
が
感
情
的
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

【使
用
テ
キ
ス
ト
】
『万
葉
集
』

『古
事
記
』『
日
本
書
紀
』

新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
(
小
学
館
)

付
記

本
稿
は
第
五
十
五
回
高
築
学
会
全
国
大
会
(
二

O
O
二
年
一

O
月
二
ニ
日

於
弘
前
大
学
)
に
お
け
る
発
表
を
も
と
に
し
た
も
の
で
す
。
席
上
、
多
く
の

方
々
か
ら
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
編
輯
委
員
の
方
々
か
ら
も
同
じ
く
ご

教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

(
は
や
し
ひ
ろ
え
・
大
阪
大
学
大
学
院
生
)

四
七



日
門
国

四
/¥ 

佐
藤
美
知
子
著

『
高
葉
集
と
中
国
文
学
受
容
の
世
界
』

寓
葉
集
は
、
さ
ほ
ど
大
部
な
歌
集
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
長
い
研
究
史

を
考
え
る
な
ら
ば
|
|
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
長
く
研
究
が
続
く
と
す
る
な

ら
ば
|

|
小
さ
く
と
も
、
一
つ
の
明
ら
か
な
事
実
の
発
見
は
、
こ
の
歌
集

に
と
っ
て
大
き
な
事
柄
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
そ
れ
を
積
み
重
ね
る
努
力

の
方
が
、
大
雑
把
な
議
論
を
華
々
し
く
展
開
す
る
よ
り
も
、
よ
ほ
ど
意
義
の

あ
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。

一
方
、
研
究
者
個
人
の
研
究
史
、

ま
た
そ
れ
を
示
す
論
文
集
は
、

個
々
の

論
考
で
場
当
た
り
的
な
解
決
を
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
研
究
者
の
対
象
に

対
す
る
見
方
や
態
度
、
あ
る
い
は
方
法
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
り
た
い
と
思

う
。
そ
の
一
つ
の
態
度
や
方
法
を
他
者
が
検
証
し、

ま
た
継
承
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、

新
た
な
研
究
史
の
地
平
が
聞
か
れ
る
だ
ろ
う
。

鉄

野

日
日

弘

佐
藤
美
知
子
氏
が
、
長
年
の
業
績
を
ま
と
め
ら
れ
た
本
書
は
、
前
述
の
よ

う
な
、
個
々
の
問
題

へ
の
集
中
力
と
、
確
固
た
る
方
法
と
い
う
点
で
、
後
進

に
対
す
る
一
つ
の
範
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
四
五

0
ペ
ー
ジ
を
超
す
大
著

の
中
で
、
氏
が
扱
う
の
は
、
人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
の
末
尾
一
首
に
つ
い
て
、

あ
る
い
は
「
日
本
挽
歌
」
前
置
詩
文
の
表
現
が
い
か
な
る
由
来
を
持
つ
か
、

他
ご
く
わ
ず
か
の
事
柄
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
そ
の
対
象
に
向
か
う
際
の
、

愛
(
愛
執
と
言
う
べ
き
か
)
に
満
ち
た
手
つ
き
は
、
魅
力
的
で
あ
る
。
そ
の
愛

を
、
佐
藤
氏
自
身
は
「
志
L

と
呼
ぶ
。
そ
し
て
寸
そ
の
志
は
岩
山
に
ぶ
つ
か

っ
て
い
く
よ
う
な
、
中
国
文
学
(
文
物
)
と
の
関
係
、
つ
ま
り

『寓
葉
集
』
へ

の
影
響
源
と
し
て
の
中
国
文
学
(
文
物
)
と
い
う
視
点
と
方
法
」
(
は
し
が
き
)

に
貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。



さ
て
、
そ
の
「
視
点
と
方
法
L

に
つ
い
て
、
佐
藤
氏
は
、
「
出
典
語
と
い

う
よ
う
な
問
題
も
、
た
だ
単
に
或
る
典
拠
語
を
探
す
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
を
含
む
表
現
や
文
脈
の
中
で
把
握
さ
れ
る
語
性
、
文
学
性
、
或
い
は
そ

の
辞
句
表
現
を
生
む
世
界
観
等
を
追
究
す
る
」
(
は
し
が
き
)
の
だ
と
言
う
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
口
に
寓
葉
集
の
表
現
の
背
景
を
な
す
中
国
文
学
(
文
物
)

と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
中
国
文
学
(
文
物
)
は
、
「
諮
問
性
」
「
文
学
性
」
「
世
界

観
」
と
い
っ
た
様
々
な
レ
ベ
ル
の
捉
え
方
が
あ
り
う
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
本

書
は
三
篇
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
構
成
は
、
そ
う
し
た
レ
ベ
ル
に
応

じ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

第
一
篇
は
、
「
『寓
葉
集
』
と
渡
来
書
の
世
界
L

と
題
さ
れ
て
い
る
。
「
世

界
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
中
国
文
学
(
文
物
)
は
、
か
な
り
広
く
捉
え

ら
れ
て
い
る
。

第
一
章
で
は
、
巻

一
・
四
三
番
歌
の
「
己
津
物
」
の
訓
話
に
対
す
る
諸
説

を
検
討
し
、
オ
キ
ツ
モ
ノ
と
訓
む
こ
と
を
品
同
定
し
た
上
で
、
寸
己
」
は
、

「
己
」
「
巳
L

字
と
区
別
し
難
い
が
、
オ
キ
と
訓
ま
せ
る
に
は
、
「
己
」
字
が

相
応
し
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
己
」
字
に
は
「
蔵
」
「
内
」
と
い
っ
た
意

味
が
あ

っ
て
寸
奥
」
字
に
通
ず
る
の
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
、
寸
己
」
を
、

「
す
べ
て
を
包
含
す
る
土
」
に
配
当
す
る
五
行
思
想
が
あ
っ
た
と
説
く
の
で

佐
藤
美
知
子
著

『蔦
葉
集
と
中
国
文
学
受
容
の
世
界
』

あ
る
。
訓
討
を
字
書
や
典
籍
に
よ
っ
て
定
め
る
の
は
、
佐
藤
氏
が
師
事
し
た

故
小
島
憲
之
氏
の
聞
い
た
方
法
で
あ
る
が
、
佐
藤
氏
は
そ
れ
を
継
承
し
つ
つ
、

表
記
の
背
後
に
五
行
思
想
の
広
範
な
受
容
を
想
定
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
を
持

つ。
た
だ
し
、
中
国
思
想
の
影
響
関
係
か
ら
、

個
別
の
問
題
を
考
え
よ
う
と
す

る
氏
の
方
法
は
、
常
に
有
効
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
思
想
の
伝
来
や

日
本
に
与
え
た
影
響
は
明
ら
か
で
も
、
そ
れ
が
そ
の
問
題
に
対
し
て
、
ベ
ス

ト
の
解
決
に
な
る
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。

続
く
第
二

・
三
章
は
、
天
文
・
祥
瑞
の
思
想

・
知
識
か
ら
、
商
業
集
の
難

訓
歌
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
第
二
章
は
、
額
田
王
の
「
莫
器

園
隣
之
:

L

の
歌
(
巻
一

・
九
)
に
対
し
、
「
大
相
L

が

『史
記
』
「
天
官
書
」

の
類
に
金
星
の
異
名
と
さ
れ
て
い
る
の
を
手
が
か
り
に
、
シ
ヅ
マ
リ
シ
ユ
フ

ツ
ヅ
シ
ロ
シ
と
訓
む
案
を
提
出
す
る
。
そ
し
て
「
天
宮
書
」
で
、
金
星
の
色

の
白
い
の
を
、
殺
失
や
廃
滅
の
凶
兆
と
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
歌
を
、
有
間

皇
子
の
死
を
寓
意
し
、
大
海
人
皇
子
へ
の
警
告
を
含
む
歌
と
見
る
。
一
方
、

第
三
章
は
、
人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
の
末
尾
の
歌
(
巻
十

・
二
O
三
三
)
の
「
定

而
神
競
者
磨
待
無
L

に
つ
い
て
、
天
の
川
の
星
が
多
す
ぎ
ず
、
少
な
す
ぎ
ず
、

静
か
で
あ
る
の
が
吉
、
ま
た
織
女

・
牽
牛
二
星
が
明
る
い
の
が
士
口
、
と
「
天

官
書
L

類
に
記
す
こ
と
か
ら
、
「
定
而
」
を
シ
ヅ
マ
リ
テ
、
「
神
競
者
L

を
カ

ミ
シ
キ
ホ
へ
パ
と
訓
じ
て
、
そ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
言
う
と
す
る
。

四
九
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そ
の
中
で
、
「
磨
待
無
L

チ
カ
ヅ
ク
マ
タ
ム
、
す
な
わ
ち
神
で
あ
る
二
星
が

光
を
競
わ
せ
な
が
ら
近
づ
く
の
を
待
と
う
、
と
い
う
地
上
の
作
者
が
見
上
げ

て
い
る
歌
と
見
る
の
で
あ
る
。

そ
の
結
論
は
、
必
ず
し
も
説
得
的
で
な
い
。
第
二
章
の
「
爪
湯
気
」
を
シ

ロ
シ
と
す
る
な
ど
、
訓
読
に
や
は
り
窓
意
的
と
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
箇
所
が

多
い
。
そ
れ
以
上
に
、
第
二
章
で
、
有
問
皇
子
事
件
の
寓
意
(
氏
は
「
隠
し

義
」
と
言
う
)
を
認
め
る
の
が
、

他
の
額
田
王
歌
か
ら
し
て
適
当
か
ど
う
か
、

ま
た
第
三
章
で
、
ニ
星
の
逢
会
を
地
上
か
ら
見
上
げ
た
歌
と
い
う
の
が
、
人

麻
呂
歌
集
七
夕
歌
の
あ
り
方
に
か
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
疑
問
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
限
界
は
、
氏
の
関
心
が
、
他
に
解
決
法
の
見
出
し
難

い
問
題
に
向
け
ら
れ
て
い
る
以
上
、
致
し
方
な
い
と
も
言
え
よ
う
。
先
の
第

一
章
を
含
め
て
、
第
一
篇
は
、
ほ
と
ん
ど
が
試
論
の
趣
で
あ
る
。
例
え
ば
、

な
ぜ
こ

O
三
三
歌
だ
け
が
「
庚
辰
年
作
之
」
と
記
さ
れ
た
の
か
、
と
問
い
、

庚
辰
年
(
天
武
九
年
)
の
七
夕
が
庚
辰
の
日
で
、
そ
の
重
複
が
記
憶
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
、
と
す
る
第
四
章
、
ま
た
憶
良
の
「
秋
野
花
」
の
歌
(
巻
八

・
一
五
二

七
1
八
)
の
よ
う
な
、
た
だ
花
の
名
を
列
挙
す
る
歌
が
何
の
た
め
に
作
ら
れ

た
の
か
を
、
香
薬
類
に
対
す
る
本
草
学
的
知
識
を
童
蒙
に
教
え
る
歌
、
と
説

明
す
る
第
八
章
な
ど
。
い
ず
れ
も
必
ず
し
も
蓋
然
性
の
高
い
推
定
と
は
思
え

な
い
が
、
今
ま
で
気
付
か
れ
な
か
っ
た
、
そ
し
て
解
決
し
に
く
い
問
題
を
掘

り
起
こ
し
た
論
で
あ
る
。

五
O 

そ
し
て
、
第
一
篤
の
中
心
と
な
る
第
五
章
「
『月
の
船
』
・
『桂
梶
』
を
め

ぐ
っ
て
」
も
、
や
は
り
難
間
に
あ
え
て
取
り
組
ん
だ
論
文
で
あ
る
。
人
麻
呂

歌
集
の
「
月
の
船
」
、

『懐
風
藻
』
文
武
天
皇
「
一
詠
月
詩
」
の
「
月
舟
」
に
つ

い
て
は
、
「
語
公
的
な
探
索
に
執
す
る
限
り
、
中
国
漢
籍
類
に
典
拠
を
見
出

す
こ
と
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
恐
ら
く
至
難
で
あ
る
」

(
P
一
一
七
)
。
中

西
進
氏
(
『万
葉
集
の
比
較
文
学
的
研
究
』)
が
、
漢
武
帝
の
故
事
を
記
し
た

『洞

冥
記
』
を
出
典
と
し
て
、
観
月
の
船
と
捉
え
た
の
に
は
、

小
島
氏
の
批
判
が

既
に
あ
る
(
『古
今
集
以
前
』
な
ど
)
。
佐
藤
氏
は
、
中
西
氏
の
引
く

『洞
実

記
』
を
再
検
討
し
、
武
帝
の
故
事
と
は
関
係
せ
ず
、
夜
空
を
渡
る
月
を
舟
に

崎
え
た
和
製
漢
語
と
す
る
小
島
氏
の
結
論
を
ι
同
定
し
た
上
で
、
上
代
日
本
で

そ
の
比
鳴
が
成
立
す
る
基
盤
を
「
天
官
書
」
類
に
求
め
て
ゆ
く
。
一
方
、

「
桂
梶
」
(
巻
十
・
一
一
一
一
二
三
)
や
「
楓
械
」
(
文
武
天
皇
詩
)
に
つ
い
て
は
、

『玉

台
新
一
詠
』
に
も
似
た
例
が
あ
る
が
、
遡
っ
て

『楚
辞
』
寸
九
歌
」
に
歌
わ
れ

た
湘
水
二
神
を
め
ぐ
る
神
仙
位
界
が
背
景
に
あ
る
と
す
る
。

ぴ
っ
た
り
と
し
た
出
典
が
指
摘
で
き
な
い
問
題
を
扱
う
の
は
、
次
の
第
六

章
も
同
様
。
一

O
一
六
歌
左
注
の
「
蓬
莱
仙
媛
の
化
す
る
所
の
初
出
額
」
と
は

何
か
が
明
ら
か
で
な
い
。
そ
こ
で
「
蓬
莱
仙
媛
」
と
言
え
ば
、

『神
仙
伝
』

「
王
遠
伝
」
に
「
麻
姑
」
と
い
う
仙
女
が
登
場
し
、
米
粒
を
丹
砂
に
変
え
る

変
化
術
を
用
い
、
自
在
に
姿
を
消
す
と
さ
れ
て
い
る
の
が
想
起
さ
れ
る
。
佐

藤
氏
は
、
「
襲
」
と
は
冠
の
謂
い
で
、
そ
れ
に
つ
け
る
認
を
、
麻
姑
の
化
身



と
見
立
て
た
の
で
は
な
い
か
、

と
き
?
っ
。

極
端
に
言
え
ば
、
第
一
篇
の
諸
論
考
で
、
疑
問
が
す
っ
き
り
解
明
さ
れ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
そ
の
調
査
が
博
く
か
っ
綿
密
で
あ
る
だ
け

に
、
疑
問
が
よ
り
深
ま
っ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
む
し
ろ
そ
れ
が
試

論
の
持
つ
本
来
の
意
味
合
い
で
も
あ
ろ
う
。
周
辺
を
広
く
探
っ
て
ゆ
く
、
と

う
し
た
佐
藤
氏
の
方
法
は
、
言
わ
ば
小
島
氏
の
出
典
論
を
継
承
し
、
か
つ
補

完
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
思
う
。

第
二
篇
「
山
上
憶
良
と
聖
武
天
皇
震
翰

『雑
集
』
」
に
は
、
山
上
憶
良
の

「
日
本
挽
歌
L

前
置
詩
文
と
、
正
倉
院
御
物
と
し
て
現
存
す
る
、
聖
武
天
皇

筆
の
仏
教
詩
文
集
『
雑
集
』
と
の
関
係
を
中
心
と
す
る

一
連
の
論
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
一
転
し
て
、
ニ
つ
の
作
品
の
表
現
上
の
つ
な
が
り
を
、
具
体
的

に
深
く
掘
り
下
げ
る
の
で
あ
る
。

『雑
集
』
は
、
そ
の
名
(
「
国
家
珍
宝
帳
」
に
よ
る
も
の
だ
が
)
の
示
す
と
お
り
、

六
朝
か
ら
初
唐
に
か
け
て
の
、
主
と
し
て
仏
教
に
関
わ
る
作
品
を
抜
き
出
し
、

つ
な
ぎ
あ
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
一
巻
を
大
き
く
七
部
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
「
周
越
王
集
」
「
鏡
中
釈
霊
実
集
」
な
ど
、
個
人
の

別
集
の
名
を
掲
げ
て
、
多
く
の
作
品
を
並
べ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
「
用
組

王
」
は
、
庚
信
と
の
交
際
で
知
ら
れ
る
北
周
の
越
王
字
文
招
で
、
本
人
も
名
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文
家
で
あ
っ
た
が
、

『雑
集
』
は
そ
の
面
白
を
伝
え
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
資

料
で
あ
る
。

一
方
、
寸
鏡
中
釈
霊
実
集
」
は
、
唐
代
の
越
州
(
現
在
の
紹
興
)
で

活
動
し
た
僧
、
霊
実
の
家
集
で
、
そ
こ
に
見
え
る
も
っ
と
も
新
し
い
年
紀
は
、

開
元
五
年
(
七
一
七
)
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
の
養
老
元
年
に
当
た
り
、
『
雑

集
』
の
奥
書
に
記
さ
れ
た
聖
武
天
皇
書
写
の
時
(
天
平
三
年
〔
七
一
ニ
一
〕
九
月
八

日
)
ま
で
わ
ず
か
十
四
年
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

『雑
集
』
の
成
り
立
ち
に

も
、
大
い
に
関
係
す
る
は
ず
で
あ
る
(
第

一
章
ほ
か)。

佐
藤
氏
は
、
聖
武
天
皇
が
書
写
し
た
(
奥
警
に

「
写
了
」
と
あ
り
、
現
物
は

写
し
で
あ
る
)
理
由
を
、
三
年
前
の
九
月
に
矢
逝
し
た
皇
太
子
基
王
の
追
善

に
求
め
る
説
を
、
僅
か
な
が
ら
も
非
釈
教
的
な
作
品
を
含
む
こ
と
を
根
拠
に

否
定
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
集
の
性
格
を
、
光
明
皇
后
書
写
の
『
杜

家
立
成
雑
量
一
百
要
略
』
と
同
じ
く
、
仏
教
的
な
作
文
の
た
め
の
手
引
き

・
文
例

集
と
規
定
す
る
の
で
あ
る
(
第
二
章
)
。
そ
し
て

一
定
の
方
針
の
見
え
な
い
雑

然
と
し
た
様
相
は
、
元
来
こ
の
書
物
が
中
国
で
成
立
し
た
一

書
で
は
な
く
、

日
本
の
某
人
に
よ
る
心
覚
え
の
た
め
の
抄
出
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
す
る

(
第
五
章
)
。

そ
の
上
で
、
佐
藤
氏
は
、
そ
の
某
人
を
憶
良
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
先
の

十
四
年
の
聞
に
、
「
鏡
中
釈
霊
実
集
」
が
舶
載
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
遣
唐

使
は
、
養
老
元
年
出
発
、
二
年
帰
国
の
一
回
し
か
な
い
。
そ
の
船
で
、
憶
良

と
と
も
に
大
宝
元
年
に
渡
唐
し
た
、
坂
合
部
大
分
や
僧
道
慈
が
帰
国
し
て
い

五
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る
。
道
慈
あ
た
り
が
霊
実
と
交
流
が
あ
っ
て
、
成
立
直
後
の
「
鏡
中
釈
霊
実

集
」
を
入
手
し
、
帰
国
後
、
旧
知
の
間
柄
の
憶
良
に
手
渡
し
た
。
憶
良
は
、

そ
れ
か
ら
の
抜
き
書
き
も
含
め
て

『雑
集
』
を
編
み
、
皇
太
子
時
代
に
侍
っ

た
こ
と
の
あ
る
聖
武
へ
と
伝
え
た
|
|
|
こ
れ
が
佐
藤
氏
の
描
く
見
取
り
図

で
あ
る
。

そ
の
根
拠
と
な
る
の
が
、

『雑
集
』
の
作
品
と
、
寸
日
本
挽
歌
」
前
置
詩
文

と
の
類
似
で
あ
っ
た
。

墓
誌
な
ど
の
中
国
の
哀
悼
詩
文
は
、
儒
教
色
が
強
く
、
寸
日
本
挽
歌
」
前

置
詩
文
の
よ
う
な
釈
教
的
要
素
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
対
し
て
、

『雑
集
』
の
ほ
と
ん
ど
が
仏
教
詩
文
で
、
就
く
寸
鏡
中
釈
霊
実
集
」
の
部
分

に
は
、
「
為
人
妻
祥
設
斎
文
L

な
ど
、
仏
家
に
よ
る
哀
悼
の
文
が
あ
る
。
し

か
も
憶
良
の
文
が
大
伴
旅
人
に
な
り
か
わ
っ
て
の
作
で
あ
る
の
に
似
て
、
こ

れ
ら
は
霊
実
に
よ
る
願
主
の
代
作
で
あ
る
。
一
方
、
憶
良
の
文
体
は
、
哀

辞

・
弔
文

・
諒

・
墓
碑
銘
な
ど
の
い
ず
れ
と
も
異
な
り
、
最
も
近
い
の
は
、

文
体
が
比
較
的
自
由
な
「
祭
文
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
霊
実
の
「
設
斎

文
」
は
、
死
者
の
た
め
に
斎
会
を
設
け
る
時
の
一
種
の
「
祭
文
」
で
あ
る
。

憶
良
作
の
哀
悼
文
は
、
そ
れ
の
影
響
を
受
げ
、
旅
人
亡
妻
の
百
ヶ
日
供
養
の

た
め
に
代
作
さ
れ
た
「
設
斎
文
」
と
考
え
ら
れ
る
(
第
三
章
)

O

「
為
人
妻
祥

設
斎
文
」
と
憶
良
哀
悼
文
と
を
詳
細
に
比
較
す
れ
ば
、
冒
頭
部
か
ら
の
構
成
、

無
常
の
理
法
、
亡
妻
に
関
す
る
叙
述
、
永
別

・
空
室
の
嘆
き
な
ど
に
、
重
な

五

る
表
現
を
多
数
検
出
し
う
る
の
で
あ
る
(
第
四
章
)
。

以
上
の
よ
う
な
佐
藤
説
の
う
ち
、
「
日
本
挽
歌
」
全
体
に
付
け
ら
れ
た
日

付
、
神
亀
五
年
七
月
二
十
一
日
が
、
旅
人
亡
妻
の
百
ヶ
自
に
当
た
る
こ
と
は
、

橘

・
卯
の
花

・
震
公
鳥
を
歌
っ
た
、
勅
使
接
待
の
遊
覧
(
巻
八

・
一
四
七
二
・

一二
)
の
時
期
と
、
大
宰
府
と
平
城
京
と
の
往
還
に
要
す
る
日
数
の
詳
細
な
検

討
か
ら
、
氏
が
主
張
さ
れ
た
こ
と
で
(
第
三
篤
第
二
章
)
、
井
村
哲
夫
氏
(
『全

注
』
巻
五
)
な
ど
の
支
持
を
得
て
い
る
。
ま
た
文
体
的
に
「
祭
文
L

・
寸
設
斎

文
L

に
近
い
こ
と
は
、
芳
賀
紀
雄
氏
(
寸
憶
良
の
挽
歌
詩
」

『女
子
大
国
文
』
八

三
、
昭
五
三

・
六
)
の
説
く
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

し
か
し
評
者
は
、
こ
の
詩
文
を
実
用
的
な
「
設
斎
文
L

と
見
る
こ
と
に
は

疑
問
を
抱
く
。
そ
れ
は
、
佐
藤
氏
の
挙
げ
る
類
似
点
に
は
首
肯
さ
れ
な
が
ら

も
、
や
は
り
憶
良
詩
文
と
霊
実
の
「
設
斎
文
L

と
の
聞
に
は
、
埋
め
難
い
相

違
も
あ
る
と
感
ず
る
か
ら
で
あ
る
。

一
つ
に
は
、
憶
良
の
文
の
後
に
は
、
詩
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

佐
藤
氏
も
、
そ
こ
に
注
意
し
て
、
前
文
の
端
を
改
め
て
、
願
意
を
韻
文
に
整

え
た
か
、
と
推
測
す
る
(
第
三
章
)
。
し
か
し
、
な
ぜ
あ
え
て
そ
の
よ
う
に
改

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
、
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
む
し
ろ
一
つ

の
形
式
に
収
ま
ら
な
い
も
の
、
す
な
わ
ち
「
あ
あ
哀
し
き
か
も
」
で
結
ぶ
文

と
、
「
愛
河
の
波
浪
は
己
に
先
づ
滅
え
」
に
始
ま
る
詩
と
に
、
基
本
的
な
ず

れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
特
殊
な
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。



ま
た
、
こ
れ
も
佐
藤
氏
自
身
が
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
文
中

の
「
釈
迦
能
仁
も
双
林
に
坐
し
て
泥
涯
の
苦
し
び
を
免
れ
た
ま
ふ
こ
と
な

し
」
が
、
仏
教
教
理
と
は
矛
盾
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
泥
沼
」
(
浬

般
市
)
は
煩
悩
の
消
え
た
状
態
で
あ
る
か
ら
、
「
苦
L

で
は
な
い
は
ず
な
の
で
あ

る
。
佐
藤
氏
は
、

『雑
集
』
に
、
地
獄
を
意
味
す
る
「
泥
繋
」
の
語
が
見
え

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
と
「
泥
沼
」
と
の
混
同
が
、
憶
良
に
常
識
は
ず
れ
の
表

現
を
さ
せ
た
か
と
推
測
す
る
(
第
六
章
)
。
日
本
に
お
け
る
仏
教
受
容
の
程
度

の
問
題
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
評
者
に
は
、
憶
良
の
教
養
に
照
ら
し
て
、
そ

の
よ
う
な
単
純
な
誤
解
と
は
思
え
な
い
(
『雑
集
』
を
編
む
ほ
ど
の
仏
教
知
識
が

あ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
)
。
教
理
と
は
異
な
る
こ
と
を
承
知

で
、
あ
え
て
凡
夫
の
立
場
で
、
釈
迦
の
浬
般
市
ま
で
も
「
苦
」
と
捉
え
て
み
せ

た
と
考
え
た
い
(
参
照
、
拙
稿
「
日
本
挽
歌
」

『セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品
』

第
五
巻
)
。

つ
ま
り
こ
の
詩
文
は
、
続
く
長
反
歌
、
更
に
同
日
「
撰
定
」
の
「
嘉
摩
三

部
作
」
へ
と
引
き
継
が
れ
る
憶
良
の
思
弁
の
一
環
な
の
で
あ
っ
て
、
旅
人
亡

妻
百
ヶ
日
供
養
を
期
し
て
奉
ら
れ
た
と
し
て
も
、
実
用
に
供
す
る
作
で
は
あ

る
ま
い
。
一
口
に
代
作
と
言
っ
て
も
、
言
わ
ば
プ
ロ
の
作
文
家
で
、
時
に
は

願
主
へ
の
阿
設
追
従
ま
で
交
え
る
霊
実
の
「
設
斎
文
」
と
は
、

一
線
を
画
す

も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
は
、
憶
良
が

『雑
集
』
成
立
に
関
わ
っ
た
可
能
性
ま
で
を
否
定
す
る

佐
藤
美
知
子
著

『宮
内
葉
集
と
中
国
文
学
受
容
の
世
界
』

の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、

『雑
集
』
に
は
、
佐
藤
氏
が
「
少
数
な
が
ら
」
(
第

一
章
)
と
見
積
も
る
以
上
に
、
誤
り
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ

も
、
氏
が
第
五
章
で
問
題
に
し
た
よ
う
な
不
統
一
よ
り
、
も
っ
と
不
用
意
な

誤
字
・
誤
脱
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ど
の
段
階
で
そ
の
よ
う
な
誤
り
が

生
じ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
な
ぜ
そ
う
し
た
も
の
を
聖
武
が
書
写
し

た
の
か
も
謎
で
あ
る
。
し
か
し
聖
武
の
書
写
が
至
極
丁
寧
で
あ
る
だ
け
に
、

そ
の
親
本
が
既
に
粗
悪
な
本
文
で
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
或
い
は
聖
武

の
書
写
は
、
余
り
文
章
の
意
味
に
頓
着
し
な
い
態
度
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
親
本
の
本
文
が
粗
悪
で
あ
っ
た
の
は
、
憶
良
の
よ
う

な
学
識
の
あ
る
者
の
手
控
え
で
あ
っ
た
た
め
で
は
な
く
、
そ
れ
も
ま
た
意
味

に
頓
着
し
な
い
で
書
写
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
が
故
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

疑
問
点
を
論
っ
て
き
た
が
、
憶
良
の
詩
文
の
背
後
に
、
仏
典
以
外
に
「
鏡

中
釈
霊
実
集
」
の
よ
う
な
仏
教
的
文
例
集
ま
で
が
輸
入
さ
れ
る
状
況
が
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
佐
藤
氏
が

『雑
集
』
の
諸
作
品
を
分
析
し
、
憶
良

詩
文
と
の
共
通
点
を
探
っ
た
こ
と
の
意
義
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
大
き
い
。

評
者
は
東
京
女
子
大
学
古
代
史
研
究
会
の
一
員
と
し
て
、

『雑
集
』
「
鋭
中
釈

霊
実
集
」
を
読
ん
で
い
る
が
(
そ
の
成
果
を

『続
日
本
紀
研
究
』
誌
に
連
載
中
)
、

合
田
時
江
氏
に
よ
る
索
引
も
作
ら
れ
、
種
々
の
工
具
蓄
も
揃
っ
た
現
在
、
漢

文
の
専
門
家
も
交
え
て
鳩
首
相
談
し
て
な
お
不
明
な
点
の
多
く
残
る
こ
の
難

解
な
文
献
を
、
二
十
年
前
に
佐
藤
氏
が
独
力
で
読
み
こ
な
さ
れ
た
こ
と
に
、

五



佐
藤
美
知
子
著

『商
業
集
と
中
国
文
学
受
容
の
世
界
』

敬
意
を
抱
か
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。
評
者
ご
と
き
が
こ
れ
を
記
し
て
い
る

の
も
、
先
駆
者
の
学
恩
に
報
い
ん
が
た
め
で
あ
る
。

四

第
三
篇
は
「
令
制
下
の
官
人
歌
人
た
ち
」
。
こ
こ
で
は
、
中
国
文
化
の
影

響
が
、
そ
こ
か
ら
移
入
さ
れ
た
令
に
よ
る
官
人
制
度
が
、
そ
の
中
に
い
る
官

人
に
い
か
に
働
き
か
け
、
歌
を
生
ん
で
ゆ
く
か
、
と
い
う
形
で
問
わ
れ
て
い

る。
扱
う
の
は
、
専
ら
大
宰
府
の
宮
人
た
ち
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
大
宰
帥

が
原
則
的
に
任
官
の
年
の
後
、
中
二
年
を
は
さ
ん
で
、
そ
の
翌
年
が
交
替
期

で
あ
っ
た
こ
と
を
実
例
か
ら
証
明
し
、
藤
原
一房
前
に
宛
て
た
「
梧
桐
日
本

来
ご
を
め
ぐ
る
書
簡
と
歌
(
巻
五
・
八
一

O
)
が
、
長
国
民
王
の
変
後
の
実
質
的

な
最
高
実
力
者
た
る
房
前
に
、
交
替
を
前
に
好
を
通
ず
る
意
図
を
含
ん
で
い

た
こ
と
を
推
測
す
る
。

第
二
章
は
前
述
。
第
三
章
は
、
憶
良
の
寸
敢
え
て
私
懐
を
布
ぶ
る
歌
」

(
巻
五

・
八
八

0
1
二
)
が
、
や
は
り
国
守
の
任
期
の
詳
細
な
検
討
か
ら
、
そ

の
年
七
月
末
で
成
選
を
満
た
し
、
翌
年
の
選
任
を
控
え
て
い
る
こ
と
を
背
景

に
、
現
実
の
切
実
な
声
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

そ
し
て
末
尾
の
第
四
章
で
は
、
「
行
き
還
り
常
に
我
が
見
し
香
椎
潟
明
日

ゆ
後
に
は
見
む
よ
し
も
な
し
し
(
巻
六
・
九
五
九
)
が
、
作
者
字
努
男
人
が
曲
一
旦

五
四

前
国
司
に
重
任
し
た
後
、
既
に
遷
替
の
官
符
は
到
着
し
て
帰
京
の
準
備
を
し

て
い
る
時
分
の
歌
で
あ
る
こ
と
、
豊
前
国
庁
か
ら
大
宰
府
ま
で
は
、
香
稚
潟

を
望
見
す
る
宗
像
道
を
通
う
の
が
普
通
だ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
述
べ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
歌
の
成
立
基
盤
を
問
題
に
す
る
論
で
、
歌
の
こ
と
ば

自
体
の
検
討
で
は
な
い
。
し
か
し
大
宰
府
官
人
の
歌
が
、
自
己
の
境
遇
に
根

ざ
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
彼
等
の
最
大
の
関
心
事
が
帰
京
を
果
た
す
こ

と
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
歌
の
理
解
に
と

っ
て
、
絞
心
を
突
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
評
者
に
は
歴
史
学
や
地
理
学
の
知
識

が
乏
し
く
、
細
か
い
適
否
を
判
断
す
る
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
。
し
か
し

評
者
の
読
む
限
り
で
は
、
史
料
を
博
捜
し
、
穏
当
な
判
断
を
導
い
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
本
書
の
中
で
、
最
も
受
け
入
れ
や
す
い
部
分
で

も
あ
ろ
う
。
佐
藤
氏
に
は
、

他
に
も

『商
業
集
研
究
』
第
十
二

・
十
三
集
に

載
せ
ら
れ
た
小
野
老
関
係
の
論
文
ゃ
、
『葛
葉
』

一
一
一
一
号
の
家
持
の
経
歴

に
関
す
る
論
文
な
ど
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
紙
数
の
た
め
に
、
氏
の
地
方
宮
論

の
全
貌
を
本
書
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

五

二
般
に
上
古
の
日
本
文
化
に
つ
い
て
極
め
て
巨
視
的
に
外
部
的
に
見
た

場
合
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
中
国
を
頂
点
と
す
る
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
の
文
化
圏
の

一
角
に
、
周
辺
国
と
し
て
遅
れ
て
参
加
し
た
と
い
う
姿
が
浮
か
ん
で
く
る
」



(P
九
O)。

こ
う
し
た
認
識
は
、
今
日
学
界
に
共
有
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
上
古

の
日
本
人
が
海
の
彼
方
か
ら
の
渡
来
文
化
を
、
ど
の
よ
う
に
『
わ
が
内
な
る

も
の
』

の
発
展
の
方
向
づ
け
と
肉
づ
け
に
摂
取
し
得
た
か
L

(

同
)
。
現
在
、

テ
キ
ス
ト
の
電
子
化
に
よ

っ
て
、
語
句
の
一
致
な
ど
は
簡
単
に
検
出
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
課
題
は
そ
の
先
、
影
響
が
い
か
に
「
そ
の
語
を
含
む

詩
的
世
界
の
奥
深
く
に
及
ん
で
い
る
か
」

(
P
一
一
六
)
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
あ
ろ
う
。
そ
の
方
法
は
多
様
に
模
索
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

国
目
頭
に
述

べ
た
こ
と
の
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
本
書
は
そ
の
一
つ
の
モ
デ
ル
を
提
供
す

る
も
の
と
考
え
る
。

(二

O
O二
年
三
月
一
日

一二

O
O
O円
)

塙
書
房
刊

A

5
判

て
つ
の

ま
さ
ひ
ろ

・
東
京
女
子
大
学
教
授
)

佐
藤
美
知
子
著
『
高
葉
集
と
中
国
文
学
受
容
の
世
界
』

寓
葉
の
歌
人
と
そ
の

表
現

本
誌
は
、
前
葉
集
に
お
け
る
和
歌
の
表
現
の
検
討
を
過
し
て
、
歌
人
た
ち
の
特

性
と
位
相
と
を
究
明
す
る
。
本
告
に
お
け
る
方
法
の
棋
紙
は
、
詩
句
と
文
脈

と
、
そ
の
両
而
に
つ
い
て
、い
わ
ゆ
る
注
釈
的
方
法
に
よ
っ
て
、
対
象
の
粕
誌
に
努

め
る
こ
と
に
あ
る
。…
指
匂
の
含
意
す
る
と
こ
ろ
に
耳
を
傾
け
、
文
脈
の
志
向
す

る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
表
現
に
つ
い
て
、

文
芸
の
廃
史
の
上
に
占
め
る
位
位
を
秤
立
し
よ
う
と
試
み
た
。

村
旧
正
博
若

A

5
判
上
製
本

五
二
O
頁

本
体
価
格
一
五
、
0
0
0円

崎
司
王
同
島
問
屋
間
第
十
二
集

E
E凪
冒
園
田
=
自
省
訓
今
普
物
語
集

説
話
集
の
宝
庫
『今
昔
物
語
集
」
に
多
機
な
議
論
を
提
供
す
る
。

廃
州
曜
の
表
徴
荒
木
浩
/
伯
古
川
吹
諾
黒
田

彰
/
〈
今
昔
物
詩
集
〉
構
成

表
補
注
出
雲
路
修
/
〈古
代
〉H
「監
の
時
代
」
再
考
前
田
雅
之
/
検
非

違
使
と
山
作
業
を
め
ぐ
っ
て

山
口
長
琴
/『
今
昔
物
詩
集
』
が
受
容
し
た
『俊

頼
髄
脳
』
を
め
く
る
基
礎
的
考
察

田
中
白
木
博
/『
今
昔
物
詩
集
』
巻
二
十

八
に
お
け
る
笑
い
の
意
味
樹
下
文
隆
/
『
今
昔
物
詩
集
』
の
言
述

竹
村

信
治
/
南
方
熊
楠
の
今
昔
物
結
集

小
峯
和
明

説
話
と
説
話
文
学
の
会
編

A

5
判
上
製
本
三
六
六
頁

本
体
価
格
八
、
五
O
O円

五
五
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両
川
〕

古
典
索
引
刊
行
会
編

五
六

『
寓
葉
集
索
引
』

近
代
の
万
葉
集
研
究
は
、

『国
歌
大
観
』
(
一
九

O
三
)
の
出
版
、

『校
本
高

葉
集
』
(
一
九
二
四

1
二
五
)
の
出
版
に
よ
っ
て
大
き
な
恩
恵
を
得
た
。
さ
ら

に
正
宗
敦
夫
編

『寓
葉
集
総
索
引
』
(
一
九
二
九

1
三
こ
は
、
国
歌
大
観
番

号
を
付
し
て

『寓
葉
集
大
成
』
(
一
九
五
三

1
五
五
)
の
一
部
と
し
て
出
版
さ

れ
、
万
葉
集
の
研
究
に
不
可
欠
の
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ

か
ら
半
世
紀
の
聞
に
、
万
葉
集
の
本
文
お
よ
び
訓
の
訓
話
学
的
研
究
は
め
ざ

ま
し
く
進
展
し
、
一
九
五
五
年
版
を
引
き
継
ぐ
現
行
の
正
宗
敦
夫
編

『高
葉

集
総
索
引
』
は
、
も
は
や
現
代
の
万
葉
集
の
訓
み
と
は
対
応
し
な
い
点
が
少

な
く
な
く
な
っ
て
き
た
。

こ
の
た
び
出
版
さ
れ
た
古
典
索
引
刊
行
会
編

『寓
葉
集
索
引
』
(
塙
書
房
)

は
、
一
九
九
八
年
刊
の
木
下
正
俊
・
小
島
憲
之
・
佐
竹
昭
広

『高
葉
集
本
文

篤
補
訂
版
』
(
塙
書
房
)
に
、
校
訂
者
の
木
下
正
俊
が
若
干
の
校
訂
を
付
加
し

た
本
文
と
訓
に
準
拠
し
た
総
索
引
で
あ
る
。

『禽
葉
集
本
文
篇
』
(
塙
書
房
)

{建

井

は
、
鶴
久

・
森
山
隆

『
寓
葉
集
』
(
お
う
ふ
う
)
と
並
ん
で
、
現
在
万
葉
集
の

研
究
や
学
習
に
も
っ
と
も
よ
く
利
用
さ
れ
る
万
葉
集
の
標
準
的
テ
キ
ス
ト
で

あ
る
。
そ
の
本
文
に
準
拠
し
た
新
た
な
総
索
引
の
刊
行
は
、
長
く
待
た
れ
て

い
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
禅
益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
と
恩
わ
れ

る
。
以
下
、
古
典
索
引
刊
行
会
編
『
商
葉
集
索
引
』
(
以
下

『新
索
引
』
と
略

称
)
の
特
徴
を
、
正
宗
敦
夫
編

『高
葉
集
総
索
引
』
単
語
篇
(
以
下

『旧
索
引
』

と
略
称
)
と
比
較
し
な
が
ら
紹
介
す
る
。

今
回
刊
行
さ
れ
た

『新
索
引
』
は
、
首
問
葉
集
の
和
歌
本
文
の
訓
の
索
引
で

あ
る
。
正
宗
敦
夫
編

『高
葉
集
総
索
引
』
に
は
単
語
篤
と
漢
字
篇
が
あ
り
、

単
語
篤
に
は
「
題
辞
及
び
左
注
等
は
そ
の
必
要
あ
り
と
認
め
ら
る
る
単
語
、

熟
語
等
を
適
宜
採
択
し
」
て
い
た
が
、

『新
索
引
』
に
は
、
題
調

・
左
注
は

一
切
採
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
差
異
を
も
つ
が
、

『新
索
引
』
は
、
お

お
よ
そ

『禽
葉
集
総
索
引
』
の
単
語
篇
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。



ま
ず
、

『旧
索
引
』
と

『新
索
引
』
と
の
も
っ
と
も
大
き
な
違
い
は
、
見

出
し
語
の
立
て
方
で
あ
る
。

『旧
索
引
』
は
、
漢
字
表
記
ご
と
に
見
出
し
語

の
よ
う
に
扱
っ
て
掲
出
す
る
が
、

『新
索
引
』
は
、
訓
み
に
基
づ
く
単
位
語

を
、
漢
字
表
記
の
上
位
に
掲
げ
て
大
見
出
し
と
し
て
い
る
。
こ
の
影
響
が
特

に
顕
著
な
の
が
活
用
語
で
あ
る
。

『旧
索
引
』
で
は
、
終
止
形
を
示
し
て
、

そ
こ
で
索
引
に
見
出
し
と
し
て
立
て
て
い
る
活
用
形
の
存
在
を
一
括
し
て
記

す
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
形
は
、
漢
字
表
記
ご
と
に
独
立
し
た
見
出
し

と
し
て
掲
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

『新
索
引
』
で
は
、
終
止
形
の

形
の
大
見
出
し
の
下
に
、
各
活
用
形
を
一
括
し
て
示
し
て
い
る
。

『旧
索
引
』

が
こ
の
よ
う
な
方
法
を
採
っ
て
い
る
の
は
、
漢
字
表
記
を
優
先
す
る
た
め
で

あ
る
。
仮
名
表
記
に
よ
る
確
例
を
先
に
挙
げ
、
訓
文
字
を
後
に
付
け
る
と
い

う
方
式
で
、
見
出
し
を
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

『旧
索
引
』
の
方
法
で
は
、
活
用
形
ご
と
に
別
項
目
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

聞
に
別
の
語
が
項
目
と
し
て
は
さ
ま
る
と
と
に
な
っ
て
、
使
い
づ
ら
い
面
も

あ
っ
た
。

『新
索
引
』
で
は
、
そ
う
い
う
煩
は
な
く
な
っ
た
。

『新
索
引
』
で
は
、
終

止
形
の
見
出
し
の
下
に
、
活
用
形
順
で
、
漢
字
表
記
ご
と
に
ま
と
め
て
用
例

を
掲
出
し
て
い
る
。
そ
の
漢
字
表
記
の
順
は
、
原
則
的
に
J
I
S
コ
ー
ド
順

に
並
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
活
用
形
順
と
い
っ
て
も
、
四
段
動
詞
の
終
止
形

と
連
体
形
の
よ
う
に
同
形
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
を
区
別
な
く
掲
出
し
て
い

古
典
索
引
刊
行
会
編

『寓
葉
集
索
引
』

る
。
例
え
ば
、
下
二
段
動
詞
「
絶
ゆ
」
の
場
合
、
見
出
し
の
下
に
「
絶
え
」

と
い
う
形
と
し
て
、
「絶

・
多
延

・
多
要

・
断
」
の
順
で
、
用
事
別
に
用
例

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
未
然
形
・
連
用
形
が
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。

「
絶
」
の
中
の
一

例
目
は

「
音
の
み
も
名
の
み
も
絶
え
ず
(
②
一
九
六
)
で
未

然
形
、
二
例
目
は
「
あ
ぢ
さ
は
ふ
目
言
も
絶
え
ぬ
」
(
②
一
九
六
)
で
連
用
形

で
あ
る
。

『新
索
引
』
の
こ
う
し
た
掲
出
の
仕
方
は
、

『旧
索
引
』
の
行
き
方

と
は
か
な
り
違
っ
て
い
る
。
仮
名
表
記
か
ら
訓
字
へ
と
い
う
順
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
は
、
相
対
的
に
、

『新
索
引
』
は

『寓
葉
集
本
文
篇
補
訂
版
』
(塙

書
房
)
の
訓
を
所
与
の
も
の
と
し
て
、
そ
れ
へ
の
従
属
度
が
高
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

『新
索
引
』
の
使
用
に
際
し
て
は
、
こ
う
し
た
性
格
を
よ
く
理

解
し
、
活
用
形
が
同
形
の
場
合
の
活
用
形
の
区
別
と
、
確
例
か
否
か
の
区
別

に
は
、
初
学
者
は
特
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

次
に
複
合
動
詞
の
扱
い
に
つ
い
て
両
者
の
違
い
を
見
て
み
る
。

『旧
索
引
』

で
は
、
複
合
動
詞
は
な
る
べ
く
分
解
す
る
方
向
で
見
出
し
語
に
立
て
る
。
し

か
し
、

『新
索
引
』
は
、
複
合
語
は
基
本
的
に
分
解
し
な
い
。
例
え
ば
、
「
来

鳴
く
」
の
場
合
、

『旧
索
引
』
は
見
出
し
語
と
し
て
は
立
て
ず
、
「
来
」
と

「
鳴
く
」
に
分
属
さ
せ
る
。
し
か
し
、
『新
索
引
』
で
は
、
「
来
鳴
く
」
を
そ

の
ま
ま
見
出
し
語
と
し
て
立
て
る
。
も
っ
と
も
、

『旧
索
引
』
で
も
「
あ
り

通
ふ
」
寸
う
ち
嘆
く
」
寸
押
し
麻
酔
ぶ
」
の
よ
う
な
場
合
は
、
全
体
で
一
つ
の
語

と
し
て
見
出
し
に
立
て
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
あ
り
」
「
う
ち
」
「
押
し
」
を

五
七



古
典
索
引
刊
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『寓
葉
集
索
引
』

接
頭
辞
と
見
て
、
二
つ
に
分
解
す
る
こ
と
を
避
け
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
接
辞
と
一
般
の
動
詞
と
の
区
分
は
必
ず
し
も
分
明
で
は
な
い
。

『新
索
引
』
の
よ
う
に
長
い
単
位
で
見
出
し
語
に
す
る
場
合
、
こ
の
区
分
に

関
す
る
ゆ
れ
は
生
じ
な
い
。
単
位
語
を
大
き
く
と
る
方
法
は
、
見
出
し
語
の

掲
出
基
準
を
二
疋
に
す
る
効
果
が
あ
る
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
見
出
し
誇
の
立
て
方
の
場
合
、
複
合
し
た
形
を
検

索
す
る
に
は
便
利
な
反
商
、

一
つ
の
動
詞
の
例
を
見
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ

れ
を
含
む
複
合
語
も
そ
れ
ぞ
れ
検
索
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
例
え
ば
、
『新

索
引
』
の
「
来
」
と
「
鳴
く
」
の
見
出
し
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
項
目
と
し

て
、
寸来
鳴
く
L

を
は
じ
め
複
合
語
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
鳴
く
」
の
用
例

を
求
め
る
場
合
、
参
照
項
目
に
従
っ
て
「
来
鳴
く
」
「
来
鳴
き
響
も
す
」
「
名

告
り
鳴
く
L

等
を
検
索
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
い
う
点
か
ら
す
る
と、

『新
索
引
』
は
、
歌
の
こ
と
ば
づ
か
い
に
近
い
も
の
か
ら
、
順
を
追
っ
て
検

索
し
て
ゆ
く
と
い
う
利
用
に
よ
り
適
し
て
い
る
。

し
か
し
、
語
単
位
の
例
を

し
ら
み
つ
ぶ
し
に
調
べ
る
と
い
う
よ
う
な
語
学
的
な
利
用
の
場
合
は
、
や
や

迂
遠
に
思
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
現
在
そ
う
い

う
利
用
に
は
、
室
内
葉
集
C
D
1
R
O
M
版
』
(
塙
書
房
)
等
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
も
使
え
る
の
で
、

書
籍
の
形
式
と
し
て
は
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
形
の
方

が
利
用
価
値
が
高
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
デ
l
タ
に
よ
る
検
索
を
取

捨
選
択
し
た
結
果
を
検
算
す
る
よ
う
な
場
合
に
も
、
『新
索
引
』
の
見
出
し

五
八

語
と
参
照
項
目
が
利
用
で
き
る
。

次
に
助
動
詞
の
扱
い
を
み
る
と
、

『新
索
引
』
で
は
、
「す
(
使
役
)
・
す

(尊
敬
)
・
ふ

・
ゅ

・
ら
ゆ

・
り
」
の
場
合
、
こ
れ
を
助
動
詞
と
し
て
見
出
し

は
作
る
が
、
歌
番
号
は
こ
れ
ら
が
動
詞
に
下
接
し
た
形
の
見
出
し
の
下
に
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
動
詞
語
尾
的
な
性
格
か
ら
妥
当
な
処
置

で
あ
り
、

『旧
索
引
』
で
も
と
ら
れ
て
い
た
方
法
で
あ
る
。

『旧
索
引
』
で、

「
ふ
」
の
項
に
「
所
謂
延
言
」

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
必
ず
し

も
網
羅
的
で
な
か
っ
た
が
、
『新
索
引
』
で
は
、
四
段
動
詞
未
然
形
に
相
当

す
る
形
に

「
ふ
L

が
付
い
た
形
式
の
例
が
か
な
り
広
く
参
照
項
目
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
「
咲
ま
ふ
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
か
、
「
誇
ろ
ふ
」
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
い
っ
ぽ
う
「
う
つ
ろ
ふ
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
っ

た
不
備
は
ま
だ
あ
る
が
、
と
う
い
っ
た
参
照
項
目
に
つ

い
て
は
全
体
に

『旧

索
引
』
よ
り
も
信
頼
度
は
高
い
。

助
動
調
が
重
ね
て
用
い
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
「
に
け
り
」

「
ぬ
べ

し
L

「
た
り
り
り
L

の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、

『旧
索
引
』
で
は
、
基

本
的
に
重
な
っ
た
形
を
見
出
し
語
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
、
『新

索
引
』
で
は
、
こ
れ
ら
を
分
解
し
て
、
助
動
調
「
ぬ
L

「
き
」
「
け
り
」
の
中

で
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
複
合
動
調
の
場
合
と
逆
の
よ
う
に
見
え
る
。

『新

索
引
』
で
、
「
に
け
り
」
の
よ
う
な
形
で
挙
げ
る
こ
と
が
不
都
合
で
あ
る
と

い
う
積
極
的
な
理
由
は
な
い
と
思
う
が
、
複
合
動
詞
の
場
合
の
よ
う
に
、
接



辞
化
し
て
い
る
か
一
合
か
と
い
っ
た
判
断
が
不
要
で
あ
り
、
特
に
長
い
単
位
で

採
る
必
要
が
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
掲
出
法
が
選
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
。

『旧
索
引
』
が
、
複
合
し
た
形
で
挙
げ
る
方
法
を
採
る
の
は
、
漢
字
表
記

を
重
視
し
て
、
訓
み
の
確
実
性
の
高
い
も
の
を
優
先
し
て
掲
げ
る
と
い
う
方

針
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
動
詞
の
場
合
と
違

っ
て
、
助
詞
・
助
動
詞
の
場
合
、

読
み
添
え
の
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
に
け
り
L

で
あ
れ
ば
、
「
に
」
が
表

記
さ
れ
ず
、
読
み
添
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

『旧
索
引
』
で
は
、
こ
の
よ

う
な
「
に
」
の
読
み
添
え
の
場
合
、
「
げ
り
」
の
項
の
後
に
別
に
見
出
し
を

立
て
て
掲
出
し
て
い
る
。

『旧
索
引
』
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
形
を
見
出

し
語
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
の
で
、
表
記
上
に
現
れ
て
い
な
い
も
の
を
見
出

し
語
と
す
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
こ
こ
で
助
動
詞
を

個
別
に
扱
お
う
と
す
る
と
、
も
は
や
こ
う
い
う
処
置
も
で
き
ず
、
読
み
添
え

例
、
例
え
ば

「に
L

を
見
出
し
に
挙
げ
る
か
、
表
記
上
現
れ
な
い
こ
と
を
理

由
に
掲
出
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
『
旧
索
引
』
が
助
動
調
に
関
し
て
複
合
し

た
形
を
採
る
の
は
、
表
記
を
重
視
し
な
が
ら
も
、
読
み
添
え
例
を
あ
る
程
度

す
く
い
上
げ
よ
う
と
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
助
調
の
読
み
添
え
例
に
つ
い
て

は、

『旧
索
引
』
は
、
基
本
的
に
捨
て
て
し
ま
っ
て
掲
出
し
な
い
。
こ
れ
に

対
し
て
、

『新
索
引
』
で
は
、
い
ず
れ
の
読
み
添
え
例
も
口
の
記
号
の
下
に

挙
げ
て
い
る
。
も
と
よ
り
確
例
で
は
な
い
が
、
読
み
添
え
訓
の
索
引
と
し
て

も
使
え
る
点
、

『新
索
引
』
は
便
利
で
あ
る
。

古
典
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『訪
問
葉
集
索
引
』

な
お
、
「
に
あ
り
」
と
「
な
り
」
は
、
母
音
脱
落
が
関
係
し
、
訓
み
分
け

に
も
問
題
が
あ
る
。

『新
索
引
』
で
は
、
「
な
り
L

の
見
出
し
の
下
に
連
用
形

「
に
」
を
立
て
て
、
「
に
あ
り
」
(
間
に
助
詞
が
入
る
場
合
も
含
む
)
の
例
を
示
し

て
い
る
。
「
に
」
の
扱
い
に
は
異
論
が
あ
り
う
る
が
、
索
引
に
お
い
て
の
処

理
と
し
て
は
便
利
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
「
わ

・
わ
れ
」
「
あ
・
あ
れ
」
の
訓
み
分
け
に
つ
い
て
見
て
お
く
。

『旧
索
引
』
で
は
「
あ

・
あ
れ
」
に
つ
い
て
は
、
仮
名
書
き
の
磯
例
の
み
を

挙
げ
て
い
る
。

訓
字
に
つ
い
て
は
訓
み
分
け
を
行
わ
な
い
。

『新
索
引
』
で

は、

『蔦
葉
集
本
文
編
補
訂
版
』
(
塙
書
房
)
に
従
っ
て
、
「我

・
五
口
」
に
つ
い

て
も
訓
み
分
け
て
掲
出
し
て
い
る
。

『旧
索
引
』
の
「
わ

・
わ
れ
」
の
例
は
、

そ
の
ま
ま
「
わ

・
わ
れ
」
の
例
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し

か
し
、

『新
索
引
』
の
訓
み
分
け
が
正
し
い
と
い
う
保
証
は
、
や
は
り
、
な

い
。
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
点
を
挙
げ
て
見
た
よ
う
に
、

『新
索
引
』
は、

あ
く
ま
で
も

『寓
葉
集
本
文
編
補
訂
版
』
(
塙
書
房
)
の
索
引
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
を
銘
記
し
て
使
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
点
さ
え
注
意
し
て
使
え
ば
、

『旧
索
引
』
よ
り
多
く
の
点
で
使
い
勝
手
が
よ
く
、
今
後
の
研
究
に
大
い
に

資
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
O
O三
年
二
月
二
八
日
発
行

塙
書
房
刊

一O
O七
頁

本
体
側

A
5
版

格
二
二

0
0
0円
)

よ
し
い

け
ん

・
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
助
教
授
)

五
九



全
国
大
会
開
催
要
項

全
国
大
会
開
催
要
項

O
第
五
十
六
回
蔦
葉
学
会
全
国
大
会
開
催
要
項

公
開
講
演
会

日
時

十
月
十
一
日
(
土
)
午
後
二
時
か
ら
五
時
ま
で

会
場

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学

2
号
館
一
階
2
1
3
教
室

挨
拶

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
学
長

講
演万
葉
集
を
め
ぐ
る
仏
教
的
環
境大

阪
市
立
大
学
大
学
院
教
授

若
き
家
持
の
周
辺

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
教
授

懇
親
会

日
時

十
月
十
一
日
(
土
)
午
後
五
時
半
か
ら
七
時
半
ま
で

会
場

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学

4
号
館
二
階
食
堂

会
費

荒
井

章
三
氏

栄
原
、
氷
遠
男
氏

浅
見

{故

六
千
円

*
懇
親
会
に
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

研
究
発
表
会

日
時

十
月
十
二
日
(
日
)
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学

午
前
の
部
(
午
前
十
時
よ
り
)

会
場

2
号
館
一
階
2
1
3
教
室

『袖
中
抄
』
と

『類
緊
古
集
』
再
考

京
都
府
立
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程

ノ、

O 

景
井
詳
雅
氏

「
悲
傷
亡
妾
」
歌
群
の
「
悲
緒
未
怠
更
作
歌
五
首
」
に
つ
い
て
の
考
察

原
田
直
保
美
氏

北
海
道
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程

巻
十
九
巻
末
三
首
に
つ
い
て

午
後
の
部
(
午
後
一
時
よ
り
)

東
京
女
子
大
学

万
葉
歌
に
お
げ
る
「
天
皇
」
を
め
ぐ
っ
て

新
潟
経
営
大
学

鉄
野
昌
弘
氏

西
津
一
光
氏

相
愛
大
学

「
童
子
女
松
原
説
話
」
に
お
け
る
「
恐
ニ
人
知
一
之
」
と
「
惚
ニ
人
見
一
」

橋
本
雅
之
氏

氏

寓
葉
集
の
字
余
り
と
母
音
脱
落
を
想
定
し
た
表
記福岡

大
学

『万
葉
集
』
に
お
け
る
非
単
独
母
音
性
の
字
余
り
句
に
つ
い
て

聖
心
女
子
大
学

佐
野

宏
氏

山
口
佳
紀
氏

*
近
辺
に
食
堂
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昼
食
(
千
円
)
を
ご
希
望
の
方
は
、
あ
ら

か
じ
め
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



四

臨
地
調
査
研
究

|
|
播
磨
の
万
葉
と
風
土
記
|
|

十
月
十
三
日
(
月

〈
体
育
の
日
〉

)1
十
四
日
(
火
こ
泊
二
日

会
集
合
場
所

「湊
川
神
社
」
前
(
国
道
お
号
線
多
開
通
側
H
J
R
神
戸
線
「
神

戸
駅
」
ま
た
は
阪
急

・
阪
神
線
「
高
速
神
戸
駅
」
よ
り
北
へ
徒
歩
約
2
分
)

*
第
百
八
十
四
号
の
案
内
か
ら
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
注
意
下
さ
い
。

会
集
合
時
刻

午
前
八
時
十
五
分
(
八
時
三
十
分
出
発
予
定
)

A
H

旅
程
第
一
日
湊
川
神
社
前
|

|
鶴
林
寺
ー
ー
ー
石
の
宝
殿
|

|
姫
路
文
学
館
|
|
姫

路
港
:
(
フ
ェ
リ
ー
)
:
小

豆
島

・
福
田
港
|
|
土
庄
|

|
宿

ホ
テ
ル
ニ
ュ

1
観
海

宿
泊
先

香
川
県
小
豆
島
郡
土
圧
町
銀
波
浦

(羽
O
八
七
九
|
六
二
l
一
四
三
O
)

第

日
宿
ー
ー
寒
霞
渓
1
1

壷
井
栄
文
学
館
|
|
土
庄
港
・
(
フ
ェ
リ
ー
):・

新
岡
山
港
|
|
室
津
|
|
徒
歩
|

|
藻
振
必
(
唐
荷
島
を
望
む
/
加
茂

神
社

・
海
駅
館

・
民
俗
館
な
ど
町
内
散
策
)
||
|
J
R
姫
路
駅
(
解
散

・
午

後
五
時
五
十
分
頃
を
予
定
)

食
参
加
費
二
万
八
千
円

カ
募
集
人
員
五
十
五
名

*
道
路
事
情
等
に
よ
り
コ

1
ス
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
解

全
国
大
会
開
催
要
項

散
時
刻
も
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

O
臨
地
調
査
研
究
、
懇
親
会
、
十
二
日
の
昼
食
の
お
申
し
込
み
は
、
郵
便
振

替
に
て
、
内
訳
を
明
記
の
上
、
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

郵
便
振
替
口
座

0
0九
二
O
l
--
|
二
四
六
O
七
八

加
入
者
名

な
お
、

高
葉
学
会
全
国
大
会
係

一
八
四
号
に
綴
じ
込
み
の
振
替
用
紙
を
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば

便
利
で
す
。
臨
地
調
査
研
究
は
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

O
問
い
合
せ
先

神
戸
市
灘
区
篠
原
伯
母
野
山
町

一
l
二
|
一

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学

羽
O
七
八
八
八
二
l
八
七
五
四
(
吉
井
研
究
室
)

〒
六
五
七

1
0
0
一
五

ま
た
は
一T
五
五
八
|
八
五
八
五

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
三
l
一
三
八

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
内

高
葉
学
会
本
部

閣
O
六
|
六
六
O
五
|
二
四
二
二
(
村
田
研
究
室
)

m
O
六
l
六
六
O
五
|
二
四
一
四
(
毛
利
研
究
室
)

ムノ、



全
国
大
会
開
催
要
項

キ
出
張
懇
請
一
昔
一百
を
ご
入
用
の
方
は
、
返
信
用
封
筒

・
八
O
円
切
手
を
同
封
の

上
、
学
会
本
部
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

O
宿
泊
案
内

会
場
校
が
大
阪

・
神
戸
か
ら
便
利
で
す
の
で
、
今
回
は
特
に
い
た
し
ま
せ

ん
。
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
臨
地
調
査
研
究
に
参
加
の
方
は
、

集
合
場
所
の
関
係
か
ら
神
一
戸
で
の
宿
泊
が
便
利
で
す。

O
会
場
案
内

*
阪
急
電
鉄

三
宮
↓
(
七
分
)
↓
阪
急
六
甲
↓
(
二
八
分
)
↓
梅
田

各
停
の
み
停
車
し
ま
す
。

*
J

R

三
ノ
宮
↓
(
五
分
)
↓
J
R
六
甲
道
↓
(
二
五
分
)
↓
梅
田

各
停

・
快
速
が
停
車
し
ま
す
。
(
新
快
速
は
停
車
し
ま
せ
ん
)

な
お
、
新
幹
線
「
新
神
戸
」
か
ら
三
宮
へ
は
地
下
鉄
で
一
駅
で
す
。

鉄
道
の
最
寄
り
駅
か
ら
(
次
頁
の
会
場
周
辺
案
内
閣
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
)

①
パ
ス
-
阪
急
六
甲
駅

・JR六
甲
道
駅

-
阪
神
御
影
駅
(
乗
車
時
間
二

O
分
)

よ
り
市
パ
ス

3
6
系
統
「
鶴
甲
団
地
」
行
き
に
乗
車
し
て
「
六
甲
台

南
口
」
で
下
車
。
徒
歩
5
1
7
分
(
上
り
坂
)

(
乗
車
時
間
三
分
)

(
乗
車
時
間
一

O
分
)

一」

ノ、

O
臨
地
調
査
研
究

・集
合
場
所
案
内
国

*
第
百
八
十
四
号
の
案
内
か
ら
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
注
意
下
さ
い
。



②
タ
ク
シ
ー

-
阪
急
六
甲
駅
よ
り

六
六

O
円
)

-
J
R
六
甲
道
駅
よ
り

(
七
五

O
円
程
度
)

③
徒
歩
-
阪
急
六
甲
駅
よ
り
徒
歩

一
五
分
(
上
り
坂

O
会
場
周
辺
案
内
図

な
お
、
会
場
ま
で
の
交
通
案
内
は

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ

(
胃

円

円円

¥¥
E
者
印

F
O
E-R
・
5
)
の

「学
校
案
内
」

↓
「
ア
ク
セ

ス
マ
ッ
プ
」
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

全
国
大
会
開
催
要
項

一λ、
三 :云EJ阪誌 功

J耐L日日出し

神戸大学

(経済学部、経営学部、法学部)

(神戸松蔭女子学院大学)
神戸松蔭女子学院短期大学

至大阪

至三宮

ムノ、



訂補簿名貝
d会誌

コz

電 話番号所{主寄島名

新入会員

氏

会
員
名
簿
補
訂

0774-32-6051 宇治市五ヶ所広岡谷2-187611-0011 信道上

07463-2-5618 奈良県吉野郡吉野町猶井 112639-3445 幸美居土

名古屋市昭和区広路町北石坂
102-42 2-205号

466-0834 希美目IJ同

022-228-4220 

東京都世田谷区松原2-44-6-50203-5355-7297 

札幌市豊平区月寒東 1条
16丁目 1-8-706号

仙台市太白区八木山本町
1-1-2-103 982-0801 

156-0043 

百留恵美子

夫平日浦松

011-854-0142 062-0051 介京本山

090-6180-8913 
つくば市天久保 3-12-1
古谷野ノ、ィツ 202号305-0005 敏権劉

変更(改姓・変更・表示を含む)

0596-22-6633 伊勢市藤里町1-373516-0043 恵治木耳目

京都市左京区岩倉忠在地町
6-15 西田方606-0021 子国

'じの田海

長崎市梁川町29-3-101852-8013 奈里崎神

台湾台南市大祭路18巷 31銑
(A 13) 

042-796-4212 町田市鶴間 608-1-206

札幌市北区北 21条西 13丁目
南新川住宅 515-33号

701-48 

194-0004 博

事官

充

津

藤

是

斉

011-729-5703 001-0021 樹l塗藤佐

八代市古閑中町1152-1
セジュールグリーン202号866-0898 主笹原菅

086-278-8011 岡山市雄町19-22703-8204 策木鈴

刈谷市井ヶ谷町広沢 l 愛知教育
大学国語教育講座田口研究室

448-8542 幸尚口国

0166-27-3091 
旭川市曙北3条 6-1-5
ドエル曙102070-0073 晴道岡月

075-602-9705 京都市伏見区肥後町363
ヴァンテアン 102号

612-8352 フ℃村中

072-884-6679 門真市上島町 18-2-204571-0071 満正次
六
四言語表現学科

横浜市青葉区桜台 41桜台団地
2-238号

|日自白大学短期大学部生活科学科

045-983-5250 

096-352-8028 熊本市京町 1-14-8-804

227-0061 

860-0078 

樹

司

芳

健

JII 

崎

安

山



編

輯

後

記

O
一
八
五
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
は
、
論
文
二
病

と
書
評
、
紹
介
及
び
今
年
度
学
会
開
催
要
項
で
編

悩
し
ま
し
た
。
毛
利
論
文
は
、
昨
年
度
学
会
の
講

演
を
も
と
に
し
た
論
。
「
日
本
の
こ
と
」
を
漢
字

だ
け
で
書
記
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
上
代
の

「
日
本
語
文
」
に
つ
い
て
「
倭
文
体
」
な
る
術
語

を
健
唱
し
て
、
そ
の
内
笑
を
説
く
。
林
論
文
も
、

昨
年
度
学
会
の
成
果
。
上
代
を
中
心
に
見
い
だ
さ

れ
る
形
容
詞
語
幹
用
法
の
違
例
に
つ
い
て
、
そ
の

用
法
・
形
態
・
意
味
商
か
ら
の
解
析
を
試
み
る
。

佐
藤
美
知
子
氏

『高
架
集
と
中
国
文
学
受
容
の
位

界
』

へ
の
鉄
野
氏
書
評
は
、
編
輯
の
都
合
に
よ
り

一
号
遅
ら
せ
て
の
掲
減
。
著
者
に
も
評
者
に
も
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
げ
し
ま
し
た
。
他
に
、
吉
井
氏

の

『寓
葉
集
索
引
』
の
紹
介
を
付
す
。

O
「
全
国
大
会
開
催
要
項
」
に
示
し
ま
し
た
と
お
り
、

今
年
度
も
多
様
な
視
点
か
ら
上
代
文
学
が
論
じ
ら

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
開
催
校
で
も
着
々
と
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
「
臨
地
調
査
研
究
」
に
参

加
の
方
は
、
集
合
場
所
の
関
係
で
、
神
戸
で
の
宿

泊
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

O
日
本
が
、
超
大
国
の
怪
し
げ
な
大
儀
に
、
渡
り
に

舟
と
ば
か
り
、
国
外
で
の
戦
闘
行
為
が
一
一
回
可
能

な
国
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
拙
速
さ
に
は
驚

き
呆
れ
る
他
な
い
が
、
今
は
た
だ
そ
ん
な
事
態
に

至
ら
な
い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
だ
。
(
大
沼
長
幸
)

。

お
願
い

O

l

論
文
の
投
稿
、
書
籍

・
論
文
の
御
寄
贈
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2

年
会
費
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
振
替
で
「

O
O

九
O
O
七
二
九
一
四
七
商
業
学
会
」
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

3

住
所
変
更

・
改
姓
等
の
届
出
、
本
誌
既
刊
号
の

購
入
等
は
、
清
文
堂
出
版
内
高
架
学
会
事
務
室

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

定

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

て
内
容
は
市
内
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野
の

研
究
論
文
と
す
る
。

一
、
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以
内
)

と
す
る
。

一
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
字
詰
め

・
行
数
及

び
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た
枚
数
を
明

記
す
る
こ
と
。
論
文
採
用
の
場
合
に
は
、
テ
キ
ス

ト
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
を
お
願
い
す
る
。

て
原
稿
は
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯
委
員

会
に
一
任
の
こ
と
。

て
論
文
掲
戦
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

高

葉

学

会

会

則

一
、
本
会
は
、
市
問
薬
学
会
と
称
す
る
。

て
本
会
は
、
南
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者

・
愛
好
者
は
設
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

て
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
高

葉
」
を
編
問

・
発
行
す
る
。

て
本
会
は
、
年
一
回
、
公
開
諮
演
会

・
研
究
発
表

会

・
臨
地
調
査
研
究
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を

行
い
、
随
時
、
目
的
に
沿
う
事
業
を
行
う
。

て
会
員
は
、
年
額
四
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含
む
)

を
年
度
初
め
(
四
月
)
に
納
入
す
る
。

て
本
会
の
本
部
を

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
一
三
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八
l

八
五
八
五
)

に
置
く
。

て
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の
編
絹
・
発
行
は
編

輯
委
只
会
に
お
い
て
行
う
。

て
本
会
に
代
表
を
置
く
。



高

葉

第

百
八
十
五
号

平
成
十
五
(
ニ
呂
=
一
)
年
九
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
十
五
(
ニ呂=一)年
九
月
三
十
日
発
行

頒
価

一、

O
O
O円

送

料

六

O
同

時
蹴
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
問
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
室
内

電
話
実
(
六
否
豆
)
ニ
四
一
四

編輯

・
発行

高

葉

学

会

代
表

者

浅

見

徹

振
替

O
O九
0
0
1七
l

二
九
一
四
七

mw
鵬
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

寓
葉
学
会
事
務
室

電
話
実
(
六
三
乙
さ
一
六
五

発
売
所


